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　密牛部門をもつところの玉蜀黍地帯の農場類

型は全て，1952年から53年にかけて生じた早越

によって，鷹接，間接に酷い影響を受けた。大

部分の家畜飼養地域（Livestock　areas）囁にお

いては，例年より多くの頭類を可成り廉価で販

売しなければならなかった。廃乳牛（Discaエδed

dairy　cow）の受取傭格は良質の牛（Betterg

rade　of　cattle）の受取価格以下であった。

　1952年と53年の両年の換金穀作農場における

経営主とその家族の労働時間当ウの収益は無蜀

黍地帯のなかで最も多かった。しかしながら，

軽蛍主とその家族の年間労働総収益は1952年に

おいては第2位であり，1953年においては第3

位であった◎1953年においては豚～肉牛肥育農

場の年間収益が最も多く，豚～酪機農場が第2

位であった。

（註）残りの農場類型についての検討の部分は

　　　紙面の関係で割愛した。

第15回　北海道農業経済学会報告要旨 （そのご）

野竹の貴族主義

渡　辺 侃

　ワルター・ゲーアリツツの著

書，二・ソケア，貴族農業者，

（Walter　G・rlitz：D三e　Ju職ker，

Adeiu，　Bauer　1957）は，独逸

の陶状と心情の内に根を．張って

いる貴族霊義の歴史と伝統を幽

いた，興味あるものだ○ユソケ

ァはユング・ヘアすなわち若殿

の意味で，独逸の帝王からその

東北（エルベ河以東）に封地を与

えられ，農場経営をし，致界や

軍隊に出た貴族階級である。そ

の農場は大ぎく，其の経営は，

農産製造（馬鈴薯火酒醸造・甜

菜製糖等）と結びつけ，合理化

の途を進んだQ縫学を基礎つけ

た人々，テーア，フォン・チユ

ーネソ，フオソ・リビツヒ，フ

ォン・デァ・ゴルツ等も此の階級

の人々である。フアン・デア・

ゴルツの家名は実に13世紀に遡

るもので，其家系から将軍・政

治家・財政家・外交官の著名の

入々が出ている。貴旋の下に騎

士リツテアがつきその下に原侮

のスラブ族や阻隔二塁で入れた

ゲルマン族の労働壷がついて大

農が成立した。その状態は小農

経営なラインランド，ホラソド

（和蘭），ダンマルク（丁抹）よ

り更にフランスの状態と異って

いる。

　プロシアが独逸を統一したの

はこれら貴族及び従士のカであ

って，フランスを征伐したが，

第1：及び第2の世界大戦で先ず

英国，さらに米霞また露西亜か

ら抵抗された。ヒツトラ門は費

族でなかったが，血統的貴族主

義であった。それが倒されて

も，今日なお費膜的な心情が絶

えてはいない。

　それがよいか悪いかの批判を

するのではない，報告庸は英臨

の中産階級Roy　Lewis＆A㎎us

Moud6；EngH｛sh　Midd塁e℃iasses

（1959）を講読したことがある◎

その本を評してスノブ（Snob，“

貴族になりたがる人）がスノブ

のことを書いた，スノブのため

の書だとしたものがある・スノー

ブの反対にスプロル（Sρrol，無

産春になりたい人）が今の日本

には多いようだ。
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